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(事大に就職)､改周野彰署 (D･G)､石川事志君 (D ･G)等が羊の方面
を勉強しています｡
植田精三氏はかつてこ体グリーン関数を用いて電子ガスの二体分布関数の数












で具合がわるいのは御 近 くでオーダーパ ラメータ 符のゆ らぎが大きいのに
Iilearの電鋳で扱っでいるためであろうと考え.nonlinearな項を正 しく
とり入れればさまざまな特異性は皆解明できるであろうという見通しだそうで
すO自由エネルギーをF‖ qql:T)とす ると･ 符 の フー リエ 成 分 が nq q-q
-Ⅹq のようにまとまって現れるとき
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っていますが.陽電子消滅 (金沢 ･披田野氏と共著 ;ProgreBS34 (165)
875), コンプ トン散乱 (大村氏と共著､投稿準備中)等が最近の仕事です｡
筆者と共著のNioのスピン依存赤外吸収に対するメカニズム (鞄ys.kondens.
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RlyS.34 (1965) 705,Phy.Bev. inpress)したのがその間の主な仕 '■iこ:≡
事です｡分子内のlong;eulge子音相互作用の符号?問題にもちょっと手を
出しました LJ.Ghen;Phys.41 (1964) 315). 現在 8-事ftreulBfer
の帯磁率その他への影響を大学院の峯暗君に詞ぺてもらっています｡
なお原子核の方に多体問題を業とする岩本文明氏とい うやかましい人がいて､
物性のコロキウムにも出て大学院学生をしごきます｡最近その有能ぶりを発揮
し､素粒子大学院の生井沢君といっしょに固体Heのcohe畠iveenergy の
計算を遂行しました｡ この物性研究の最近号に出たはずですが､英文のものも
間もなく発零される予定です｡ (小出昭一郎 ･記)
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